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ストレス学説からみた生気候学

田多井吉之介
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　ストレスの凄来

　実験医学の組といわれるClaude　Bemardが，19世

紀の後牟，血液や淋巴など体内組織をなしているものを

内部環境とよび，この内部環境の変動により体内各器官

の働らきが影響されることを見出した．したがって，か

らだが健全に働くためには，この内部環境が恒常にたも

たれることが必要であると読いた．このよ5な立場から

の研究は，一その後次第に健全な進歩をとげ，今からおよ・

そ20年前，合衆国の有名な生理学者Walter　Cannon

は，この恒常性維持の重要因子としてのアドレナリソの

役割1りに注目し，とのよろな働きをおこすアドレナリソ

の分泌を緊急反応とよんだ．彼の猫に関する実験は非常

に宥名である．静かに休んでいる猫に，そのもっとも恐

れる犬をみせると瞳孔がひらき毛がさかだつ．これは日

1常みられるごく亭凡な出来事であるが，Camonはこれ
　　
を生理学的に強討した．犬をみておこった猫の恐怖が自

律神経を介して大脳皮質から副膏におよび，副腎踵質か

、らアドレナリソが分泌され，脈搏数がふえ血圧があがり

・血糖値がたかまる．敵である犬をみて，それに跳びかか

るにしろ逃げ去るにしろ，ζれは生体の非常に合目的な

反応である．

　私が一見ストレスとなんら関係のないCannonの実

をのべたのは，この研究のなかにストレス概念の繭芽が

あるからであり，どんな科学的進歩でも木を竹でつぐよ

ろに一夜にして無から有を生じるといろことはありえな

｝
い

．若い医学生時代をパリーに遊学して　Claude　Ber“

nardの正統をつぐフラソス医学をついで合衆国に留学

して高名なCannon一派の怒り恐れ飢えなど，外界の

環境の条件ずけに応じた一連の内部環境の変化にかんす
一
る
素
晴 しい研究ほ，たしかに青年医師Hans　Selyeにと

’
っ
て
魅 惑的であったにちがいな』♪・

　Selyeが彼の著「適応症候群」で述懐しているように，，

彼の警告反応学読が誕生するまでにおこなった多くの無

為な実験は，寒冷・フオルマリソ・餓など，¢）有害条件ず

け作用因子にたいして副育髄質がいかに変化するかとい

ろこ≧であった． しか’し結局，そのような有害作因に反

応する重要な臓器は副腎皮質であり，そのよ弓な外的作

・因は，す球て非特異的に副育皮質々賦活しそのホルモン

　　　　　　●
　　18

分泌を促進する；とが見串された・それは・新しい性ホ，

ルモソを発見しよ5との無釜な努力のなかから，まだ5

すら寒い早春の雨に暗いモγトリオ「ルの琿c・Gi11大

学のせまい一研究室で・偶然に生誕「したもPではあった　、、

が，イソシユリソの発見者としてしられる硯学Ba紅ting　饗！

博士あ温い理解に育ぐまれて発展してきた．

　種々の有害作因でネズミにおこした実験的症候群，す・

なわち副腎皮質刺戟・胸腺リソパ系萎縮・およぴ胃腸潰“』

瘍の共通性をみて・その諸種有害作因による変化を総括

的に表現する語としてストレスといろ言葉を用いること

を提唱した．ストレスといろ言葉の採用はなかなか專門

家の同意を弓ることが困難であった．ストレスは抽象で

あるとの反対を5げた．英語の語義として物理学におげ

る「抵抗にさから、って働くあらゆる力」「を意昧し，圧縮

中のスプリソグや索引中のゴムバソドにおこる変化がス

トレス現象であると説明されていた．医学で億，紳経精

紳病学者達が精神緊張状態をあらわすため・ストレス≧

かストレイソとかライフ・ストレスとかいろ表現を用い　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もていた．したがって新造語でない利点1むあったが理解の，

混乱をおこす欠点があった．今日ではストレスは「外的、

作用因子におろじて体内に生じた生物的な傷害と防禦反

密♀灘禦霧熊総篠蜜麓麓登・
’
さ

けている．したがって，もし云ろならば，ストレス状

態とストレス作因とを区別して論議が無釜に紛糾し荏い　』・

嫌に注意しているのが現況であろ5．また英語のスト．レ

スに対しては適当な訳語がないため世界各国ともラジオ

のよ5な共通語としてズトレスを採用している・

　さて，ストレス研究を歴史的にながめた前置きがかな

り長くなってしまったげれども，つぎに，どのよろな作

因がストレサーとしていままでに研究されたかをみタ

う．一口にいえば，物理的・化学的・生理的および情緒

的な作用因子がすべてストレサーとなることが見出され

ている．すでにのべた寒冷はい5までもなく・暑熟・舞

気圧・．高気圧・電気刺戟・放射綜・は物理的不トヒサー

である・’フオルマリソ・妙平・サ！レチノレ酸シ四二・，，

ソ酸・アスピリソにもとより一，種乏の適応ホル毛ゾ，た

とえばナドレナリソ・生長ホルモヅ・合成副冒皮質ホ・㌦，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　”天気’ず．1・．＄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・1、
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　　　　ルモソなども考え方によると化学的ストレサーとなる．

　　　　種々の感染，とくにヂフテリア・結榎などがストレサー

　　　　として働ぐこともみられている．さらに今日の文明に随

　　　　俘する精紳緊急や労苦は，筋的作業や飢餓などとともに

　　　　大きなストレサーとなることがしられている．

　　　　　このよぢにしてみると，文化人をもって誇りとする近

　　　　代文明吐会におげる生活は，決して亭穏ではなく，スト

　　　　レスの彊い生活である。じづさいに，今日の先進諸国の

　　　　死亡率は漸次低下し・とぐに傳染病は憲速に球少し，、合

　　　　衆国の亭均寿命などは70歳にたつしているが1その主

　　　　要死因は，・心臓血管病のよろなストレス病になうている．

　　　　　適応症候群学読の誕生

　　　　　Selyeがはじめにおこなっ，た実験はさきに述．べたよ弓

　　　　に警告反応，すなわち種々のストレス作因にたヤー・して副

瞬腎頗を主傑する雑異鰭候群がお尋うこ盈示し
　　　　たものであったが，研究がすすむにつれて，そのよろな

　　　　反応系に2・3の特長のある時期があることがわかって

　　　　きた，1936年当初，はじめてセリヱが認めたのは，そ

　　　　の第1の時期であったことが明かにな：った・この第1期

　　　　はそのまま警告反応期とよばれている．生体はストレサ

　　　　ーにおうじて一種のシヨック的症状とそれにつづいた抗

　　　　シヨジク的反応を呈する・たとえば体温や血圧，血糖値

　　・の低下につづいて，これらの上昇がおこる．この時期に『

　　　　は後で次第に明らかになったよろに，副腎皮質ホルモソ

　　　　の分泌過剰がおこる．第3の時期は抵抗期とよばれる時

　　　　期で，生体がそのよろなストレサーにたいして抵抗性を

　　　　しめす時期である．もしストレサーが激甚で長期間継続

　　　　する場合には，第3の時期すなわち疲懸期に移行する．

　　　　生体の適応力には限界があうから，こめよ5な一種の適

　　　　応現象であるストレス状態に限度があるのは当然であろ

　　　　ぢ．したがって，ストレサーが前述のよ弓な病態でつづ

噸継驚贈蝶惣禦禁灘諏塑
　　／
　　　　時的であったり，間けつ的であったりすると，反応は抵

　　　　抗期にとどま・るか，たとえ疲懸期にはいったとしても，
　　　簡　．　　　　漸次恢復してくる」、この3期に相応じた変化としては，

　　　　たとえぽ浮腫発生傾向は警告反応期と疲態期につよまり

　　　　，抵抗期1こ弱まるし副督皮質の脂質量ほ抵抗期にまし疲

　　　　態期と警告反応期に減少することが示されている（第1

　　　　図参照）．

　　　　　このよ弓なストレス学読の進展にともない，3つの時

　　　　期を総括的に表現する1つの言葉が必要になったことも

　　　　当然である．セリヱはこれを全身適応症候群（GeneraI

　　　　Adapt就bn　SyndromeまたはG－A－S）と名付けた．

　　　　からだ全体が反応するがゆえに「全身」であり，ストレ

、　　　ス反応自体が生体にとっての適応現象であるがゆえに

　　　　「適応」であり，・反応は多数でさ重ざまに現れてくるが

　　　　ゆえに「症候群」である≧した．ここで，いまま窓のス

1954，年12，月

難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』餌醤鐵

トレス概念は・いつそろ鯉された淡・r全身適麻癌鵯嚢

候群」とよばれ為よろになった・暗くてせまい研究室か1』灘

ら生れたストレス，と朽妙スチヤソ・ネ熔をもり疹1講

羅葵雛鷺て・立聯螺群1いう呼㌧蕪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紮

ズトレスとホルモン　4、　・．、“、．饗
　ところが，こ適応症候群学読の進歩建それのみで経ら、憾鯉

なか弗すでによく知られて“ると瓢・94・年嘲灘

在DCAとよばれている囎頗ホルモソ…嗣キシ、、』騨

コルチコステロソが合成ざれ，アヂソソ氏病の治療に用・、三☆糠

いられるよ惣った・DCA鵬代謝作用がつよ㌧鑛

三鎌難蕪購難1響影1
ころがあった．さらにコルチコステ・ソ11・デヒ陶コ』』．灘

ノレチコステロソの合灘もとより，あのあつ劃こも劇，灘

羅灘灘難1蒲奪三蜘灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・1　遵
の合成とつづき・他方・脳下垂体前葉のホルモソ化学も譜、

i弘3年頃から疑の進歩をしてきた・すなわち・撰択射▽！

に副徽質を刺轍る因子が頒的1こ抽出され』ACTH7・鷺

として容易にえられるよ5になりぱ醗育鞭進する講
生長ホルモソもSTHとしてえられるタ5になった・、昨1憾

年はじめて化学構造参映定され準29番目の副腎皮質雰△1

ルぞソであるアルドステロソ様物質には，Selyeの説を・、

麦持するかのよろにSTHが関与するのではないかとの』，’憾灘

糠織磁蔀欝奪を鑑匹懸
　このよ5に各種の副腎皮質ホルモソやそれに関与すう1麟、蟹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ　　　　　㌧，・壕翻
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　　　　　第！図　適応症候群のグイナミツク・．　　　眉・

　適応症候群ははつきりと3期に区別される動的な症候　　．、

－群である．（1）警告反応（alam1－reactbn）この時期！こ

おいてはジ　適応がまだ獲得されていない・　（2）抗抵期　／螺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．勇（stage　of　reslstance）．この時期には獲得さ塵た適応

が最高度である．（3）疲慧期（stage　of　exhaustion）．こ、際
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌの時期には，獲得された適応がふたたびろしなわれる1　　毬

　この動力学的観察を模型化し，俘藤発生傾向，副齊脂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
質，スト1レスヘの抵抗力，および胸腺重量の変動を例に

して，この3期の経過を追及すると第1図のようになる．．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19☆鱗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓・，，認◇一
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　　　　　第2図　ストーレツサーの作用経路の模型的図示

　　　　ストレツサー（Stressor）は。標的部位（Target・

　　　Area一身体あるいはそのある部分）に・下垂体と副腎を

　　　っうじて直接（太い矢）または間接的に働く．

　　　　ある未知の経路（疑問符がっけられてある）をつうじ

　　　て，直接傷つけられた凛的部位から下垂体前葉へと刺激

　　　がつたわる．ストレス状態が存在するのを後者がみとめ

　　　て，A¢TH（下垂体前葉の副賢皮質刺激ホルモン）の分

　　　泌をひきおこす』

　　　　このホルモン性防禦の「工次的仲介物」がいつでもお

　　　なじであるとはかぎらな．くても，不思議では㌃い・ある

　　　場合には，ア、ドレナリン分泌であろうし・他の場合には・

　　　ヒスタミン様有毒性組織代謝物質の発生，憩経刺激，あ

　’　るいば含水炭素や酵素のような生命に必要な，なんらか

　’　の身体構成物質の急激な欠乏であつてもよい．

　　　　ACTHは副腎皮質がコルチコイド（副腎皮質ホルモ

　　　ン）を分泌するように刺激する．そのうぢの促炎症コル

ぢ　　　チコイド（P－C）は結合組織の讐殖力と反応性を刺激す

　　　る』そうしてr炎症力」をたかめる一．かくして，病原性

　　　ストレサー作因が，さらにからだへ侵入しようとするの

　　　を防ぐ結合組織の張靱なバリケートができあがるのを援

　　　助する．　　　　　　　　　●

　　　　七かしながら普通の状態では，副腎が抗炎症コルチコ

　　　ィド（A－C）を分泌するよう，ACTHはもつと効果的

　　　な刺激をあたえる．これらは，侵入者の通路に肉芽性バ

　　　リゲードをっくりあげるからだの能力を抑制する．事実

　　　それらは，いちじるしい炎症力の抑制をともなう結合縮
　　　　ヤ　　　組織の萎縮をおこす傾向がある．

　　　　現在の知見としては，ACTHはつねに副腎が種々の

　　　コルチコイドを大体おなじ割合で，しかもつねに　A，C

　　　がはるかに優勢に生凌るすように刺激する．しかしなが

　　　　ら下垂体の成長ホルモン（STH）は，P－C　の分泌に影

　　　韓を与えるか直接に働いて，結合組織の炎症力をますら

　　　　しい．

　　　　局所、杓ストレサーにたいする基本的反応様相は「炎症」

　　　であり，系統的ストレサーにたいするものは「杢身適応

　　一症候群」である．これら2つの基本的反応の様々の組合

　　　せで，おおくの病気の基礎ができあがる．かもだが疾病

、　　に圧倒されるか，適応の手段で潜在力のある病原に抵抗

　　　するかは，これら「適応ホルモン」をつうじての組織反

1．．　　応力の調節できまることがしぱしぱある．さらにここで．

　　　考慮した以外の紳経系や体液性の作因もまた，適応症候

　　　群に関与するが，その関係する性質がまだ＋分に解つて

　　　ないため，現在こρ図に加えるわけにはいかない．

　　　　　かくしてストレスは沢山の経路をへてからだに影響を

　　　　あたえる．ひきおζす作因に含まれう特異作用により・

　　　　さらに食餌・遺伝・体質・輝去の曝露などの条件づけ諸

　　　　因子すなわち各人個でちがうrハタケ」により・その作用

20

はつねに変動してくるのである．

　　　　　　　　　　第　2　図

STり　．（CTH
　　　　　《　？

　　　P－C　　A－C

←TARGET　A献，

STRESSOR

刺戟ホルモソが純粋な形でえられ，いわば副腎皮質のホ

ルモソ学が，Selyeの研究を助げるかのよろに並行的に

進歩したのは，たしかに全身適応症候詳学読の展開に幸

なことであった．そ5して現在では，全身の反応ばかり

ではなく局所の反応すら，1つの適応の症候群の形をと

って現われることが知られてきた．からだの未梢の器官

とストレサーの働く機序とを示すSelyeの模型図を揚

げてみよ5（第2図）．この図は，もちろん事柄を単純化

・しすぎてはいるが，このよ5なホルモソ系の働き方を理

解するには役立づであろ5．

糊　　　　淵脳

第3・図　適応症候群の疲懸期に生じた

　　　　ラツテの胃潰瘍

Aは正常の対照，・Bは寒冷曝露30日
後に現れた潰瘍．

雲

　生気候学への関与

　さて最後に，『このSelyeのストレス学読め生気候学

への関与を述べて，話を絡りたいと思5．さきに述べた

読明から，気候条件の変化がストレサーだり5ることは・

ここに改めて挙げるまでもなかろう．例えば寒冷は，　＾

Selyeが警告反応を認めた1935年以来，多数の学者が好

”禾気”　1・8

／ノ
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んで用いる代表的なズトレサーである．寒冷へ動物を曝

すと，副腎肥炎，胸腺リソパ系退縮，胃腸潰瘍（第3図）
’
な
ど の定型的な警告反応を生じる．ヒトについても，温

暖に馴応した者を急に飛行機で寒冷地ぺ連行すると，酔

好性白血球減少など副腎刺戟状態を示す変化が24時間

以内に現われてくる．また気圧の変化に俘5酸素欠乏症

・によって，一過性に副腎活動が盛んになることも報告さ
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　10、月巧日11時30分頃大協石油四日市製油所の・

3号タゾク（原油7000トソ入σ）に引火，続いて爆発

が起った．

　同製油所は四日市港北側の埋立地にあって敷地内には

各種施設の他呂号タソクと同容量の重油タシク三基を始

め，大小十幾つのタソク，数百本のドラム缶などがあっ

たため，同日の夜に入って2号をタソクを除いて次ぎ次

ぎと発火し，大火災となった．

　16日になって漸く，潰防団員・目衛隊などり瀞k活動

と東京から室輸した化学清化剤アソスルなどが効を奏一

し，午後になって火勢が衰え，1号タソクの浩火を最後

に，製油12000坪と20000トソを超える原，重油を浩

失して漸く鎭火した．

　以上が大協石油の火災のあらましであるが，裏表紙を

かざる写眞は16日8時頃機上から撮影したものである．

　四日市，市潜防本部の観測記録によると，火災の最盛期

は15日の22時から23時頃までと云われているから，

この写眞は最盛期をすぎてからの・ものであるが，雲とし

ては最も発達した頃と思われる・四日市市の南方凡そ30

粁の津測候所では，16日8時30分頃この噴煙の頂を
”煙霧暦の上に蕃ッカ・リと浮き上らた銀色に光っている

積乱雲の頂部”として観測している．そしてこの頂部は

9時、10分頃更に上昇し，同時に東になびいて，間もな

くc・から＆，状に転移したと云っている．叉同測候所

では頂までの高さは大体5～7粁位と推定している．肯

北東37粁の名古屋気象台では，当時注意して観測に当

ったが黒煙は見えず，異常な煙霧とユ5日には青空が薄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　津　測　候　所

　　　　15　912，15　118　21

のよ5に・ある程度のストレサ昨喀跡て喝’る西騰
かしながら，いわゆる気候病とストレス学読どの関蓮・磯，強

は・まだ＋分に解明されたわけではなく・．今御研究｝ぐ磯

まつ嬉問題が多いことはい弦でもなヤ’・㌧一煽鎌
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　さてこの火災当時は揚子江流残と北海道東方洋上に移、ぐ鳥

動臨気圧の巾bがあって・こ鉱つの高気圧騙圧樹

で結ばれていた・このため15日はかなり下厨雲が拡？，賠

ていたが・16日はすっか備概？て細備に輝灘
天気であった・騰非常鰯く・地上1ま大体北乃至酔擁

ん3刑秩曙では3…来位から概ね西風郁㈱米灘
で5－6米／秒から・・米／秒位6〕・・米で・ネ～3来／概1瀞
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　次に写眞の略中間にたなびいている雲暦らしき，ものは☆灘

この直後（手6，日一9時42分頃ンに撮影したものには殆ル◇熱

・どあらわれていない・・　　　　i』講
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